
授業改革推進プラン（８月計画・１月評価）                               １０ 南第一小学校 

          

※肯定的回答の割合（％） 

児童生徒調査 

① ８３．０ ８５．０  

８６．０ ９０．０  

 

教員調査    

６７．０ ８０．０  

８１．０ ８5．０  

児童・生徒の現状・課題 

学習への興味関心は高く、課題に意欲的に取り組むこ

とができる。一方で、自分ができていないことを理解

し、改善のためにどのように学べばよいか考え、継続的

に努力する姿勢が身に付いていない児童が多い。 

具体的な手だて① 

毎授業、前時までの学習内容を振り返る時間を設け

ることで、学習の見通しをもち、主体的に取り組める

ようにする。 

具体的な手だて② 

授業内外で様々な「選択」を意識させる。そのため

に、平素の授業において「選択肢の６つの視点」を常

に意識して授業作りを行う。 

具体的な手だて③ 

キュビナを活用したり、定着度確認テストを定期的に

行ったりすることで、自身の基礎的・基本的な知識及

び技能の習得状況を見通し、自己調整しながら粘り

強く努力を重ねられるようにする。 

総括（８月） 

・本校の研究と関連付け、南一算数スタンダードを意

識しながら「自分をみつめる力」を高められるように

する。 

・授業観察では、授業改革の視点を意識し、お互いの

授業を見合えるように呼びかける。 

・授業改革推進プランや授業改革が書かれた紙を週

案に挟むことで、常に意識できるようにする。 

総括（１月） 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇子どもたちが、自分自身の学習の習得状況を理解

し、自己調整しながら粘り強く取り組むことができるよ

うにする。 


